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青森県の方言は、大きく分けて、津軽弁、南部弁、下北
弁の3つです。青森県は、藩政時代、津軽藩と南部藩の領
地であったため、それぞれの方言が話されています。
特に津軽弁と南部弁は、奥羽山脈で隔てられているとい
う地理的条件や、人々の交流が制限されていたことから、
方言にも、明確な境界が認められます。下北弁と南部弁
の境界は、津軽弁と南部弁ほどはっきりしてはいませんが、
下北弁は、南部弁をもとに海上交通を通じた津軽、北海
道道南地方から影響を受けたものといわれています。
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県民アンケートでは、「住ん
でいる地域の方言が好き」
が83%、「方言を残してい
きたい」が89%とほとんど
の青森県民が方言を大切に
思っています。方言は青森
県民の誇りなのです!! 
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